
第
24
回
国
際
交
流
会
議
「
ア

ジ
ア
の
未
来
」
晩
餐
会
で
、

安
倍
晋
三
首
相
が
「
J
I
C
A
開

発
大
学
院
連
携
」
を
紹
介
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
秋

か
ら
始
ま
る
こ
の
取
り
組
み
は
、

日
本
の
近
代
化
の
経
験
と
援
助
実

施
国
と
し
て
の
知
見
を
、
途
上
国

の
将
来
的
な
発
展
を
支
え
る
人
材

に
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
明
治
以
降
、
近
代
国
民
国
家
へ

の
道
を
踏
み
出
し
た
日
本
は
多
岐

に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取
り
組
み

を
行
い
、
今
日
の
豊
か
で
民
主
的

な
国
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

西
洋
諸
国
と
は
異
な
る
プ
ロ
セ
ス

で
発
展
を
遂
げ
た
そ
の
知
見
は
国

際
協
力
に
も
活
か
さ
れ
、
日
本
が

重
点
的
に
支
援
を
続
け
て
き
た
ア

ジ
ア
諸
国
は
近
年
目
覚
ま
し
い
成

長
を
続
け
て
い
ま
す
。
J
I
C
A

開
発
大
学
院
連
携
で
は
、
高
度
成

長
期
の
公
害
な
ど
失
敗
も
あ
っ
た

日
本
の
発
展
の
経
験
と
、
長
年
に

わ
た
り
培
っ
た
開
発
に
関
す
る
知

識
と
を
途
上
国
の
人
材
に
伝
え
、

国
際
開
発
へ
の
知
的
貢
献
と
知
日

派
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
J
I
C
A
の
人
材
育
成
事
業
に

よ
り
招
か
れ
た
人
材
は
、
連
携
す

る
国
内
の
大
学
で
政
治
・
法
、
経

済
、
社
会
開
発
、
科
学
技
術
・
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
4
領
域
で
日
本

の
開
発
経
験
に
関
す
る
講
義
を
受

 

7
月
3
日
、
J
I
C
A
は
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
法
人
、

S
hip A

ichi M
edical S

ervice 

Lim
ited

（
S
A
M
S
L
）へ
の
出

資
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
S
A
M
S
L
が
行
う
イ
ー
ス

ト
ウ
エ
ス
ト
医
科
大
学
病
院

（
E
W
M
C
H
）の
拡
張
・
運
営
事

業
を
支
援
す
る
も
の
で
、
施
設
の

増
築
・
新
築
と
、
専
門
性
の
高
い

診
療
科
目
の
新
設
を
通
じ
て
、
同

国
の
医
療
水
準
向
上
に
寄
与
し
ま

す
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
医
療
は
、

人
材
、
施
設
と
も
に
大
幅
に
不
足

し
て
い
ま
す
。
医
療
従
事
者
の
数

で
は
W
H
O
が
「
医
療
人
材
不
足

が
深
刻
な
国
」
と
定
義
す
る
ラ
イ

ン
を
大
き
く
下
回
り
、
人
口
1
万

人
当
た
り
の
病
床
数
は
6
床
と
、

同
程
度
の
低
中
所
得
国
平
均
の
10

床
と
比
較
し
て
も
き
わ
め
て
低
い

水
準
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
食
生

活
や
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
心

血
管
疾
患
や
が
ん
等
の
疾
患
が
増

病院の完成予想図
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 気

候
変
動
や
社
会
的
課
題
の

解
決
に
向
け
た
努
力
が
世

界
的
に
行
わ
れ
る
な
か
、
資
本
市

場
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
課
題
解

決
に
貢
献
す
る
事
業
へ
の
資
金
調

達
を
促
進
す
る
、
グ
リ
ー
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
の
取
り
組
み
が
加
速
し
て

い
ま
す
。

　
東
京
証
券
取
引
所
は
、
気
候
変

動
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
資
金
使

途
と
し
た
債
券
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン

ド
」
や
、
社
会
的
課
題
へ
の
取
り

組
み
を
資
金
使
途
と
し
た
債
券

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
」
の
発
行
を

支
援
し
、
こ
れ
ら
の
市
場
を
活
性

化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

2
0
1
8
年
1
月
に
T
O
K
Y
O 

P
R
O-

B
O
N
D 

M
a
r
k
e
t＊

内
に
「
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ボ
ン
ド
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
投
資
家

は
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
、

調
達
資
金
の
使
途
や
イ
ン
パ
ク
ト

レ
ポ
ー
ト
、
外
部
機
関
に
よ
る
レ

ビ
ュ
ー
な
ど
の
情
報
を
容
易
に
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
6
月
29
日
、
J
I
C
A
は
同

M
a
r
k
e
t
に
財
投
機
関
債

（
J
I
C
A
債
）
2
5
0
億
円
を

上
場
し
、
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
登
録
第
1
号
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
内
市
場
で
発
行
さ
れ
る

J
I
C
A
債
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ボ
ン

ド
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
発
行
を
通
じ
た
民
間
資
金
の
動

員
は
、
日
本
の
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
S
D
G
s
）実
施
指
針
」

の
具
体
的
施
策
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
上
場
と
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
へ
の
登
録
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
投
資
家
が
J
I
C
A
の
国

際
協
力
や
J
I
C
A
債
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
債
券
投
資
に
よ
る
途
上

国
支
援
の
、
さ
ら
な
る
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

講
し
ま
す
。
日
本
人
学
生
や
ほ
か

の
留
学
生
の
受
講
も
奨
励
し
、
双

方
向
の
学
び
や
日
本
で
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
も
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　
J
I
C
A
で
は
日
本
の
開
発
経

験
の
理
解
促
進
を
目
的
と
し
た
、
短

期
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
に
対
応
し
た
医
療
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
は
、
公

正
で
質
の
高
い
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
す

べ
て
の
国
民
に
保
証
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
民
間
セ
ク
タ
ー
を
活
用

し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
政
策

に
掲
げ
て
い
ま
す
。
E
W
M
C
H

＊
東
京
証
券
取
引
所
が
運
営
す
る
債
券

市
場

の
運
営
に
は
日
本
の
医
療
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
あ
る
グ
リ
ー

ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
サ
プ
ラ
イ
が
関
わ

り
、
日
本
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

た
専
門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。
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